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日 滑 戰 爭富卷 成 歡の卷 
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七星 十三 日の ^ 漏に て f なく も％ « & 艺氍の «' 4艺 の 

.小 戰ぁ りしょり、 1 :が必 化は 翰 纪の鉍 恥を ば 一 3 1： も 输添し がた し 

£ なし、 節 r 及び 妨齩积 に 筇你 sr ^ の^ 一 を抝 けたり しか ば、 斧？： 

k 

た1 of んえ い ん *5 tfl £% あさ 丨つ » s . zf £ i ? ほひ 5 L 

黨は閔 泳駿の 逃 il ! 兵に さながら 朝露の m るか 如く その 勢を 矣な 

だレ K . « んでい 2: く f ¥. かん かいく わたう v > 3 5 *i たいいん くん 5 んけん f 

ひ、 大日 本 帝國の 厚義に 威 b て、 開化 £ 勢を 得 大院 君は 雲 現 官ょり 

ft rw^ こ 笆 み t ゆん さい あつ ❖ ん KJ< 豸 む Lr^ わう e やうない 

起ちて 親しく 事を 訊、 俊才を 集めて、 軍 國截務 所なる ものを 王城 ^ 

L ん せ 0 ひや < ぱ ん まつ 嫌 ど £ S H つ &ん I ん あら 拕 い かく 

に价篆 して、 ^ 歡の政 その 濰に 就き" 大に人 心を 新たに すべき 大車 

%» 

t ん ttG 

新は 始まら 7 えせ. 〇、 

鑑て一 U 、 乃ち 七月 二 十五 田、 输私 L き 犯の 炉： 5 に 5 § せる 澈私 ハ 

f ! ― 
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4 y tt ち わ ^ く H へい# よく 鈐ぼ つか な炫ざ ぞ s l r く 令ん ft a 

を, ち攘ふ I は、 我國の 兵力は ては 覺束 なけれ は、^: 年 貴國の 渾隊 


な ^ ざ ぞ s r く 令ん たい 


X LH > ん Jt i ゐ 6い 9 K 右《 ¢9 K /5 t 

にて 善しな に處か し铪は れぇ队 賴し 來れ り、 大鳥一 5 使は 立ちに こ 


ゐ tu . t r : 


ぉほ £0 ^5 c It f 


Hu > 91 ざん 


こんせい V X だん S や 3 & ほ L ませう cj や 5 み r J 


令ん L ? 


の由を锻 >^ なる混氣旗圏長大島少揞に释滕しければ、一軍の士氟 


tt わ ふ K . ゐ芝 € ぎ 1 つか C ん せい 矽ェ拕ん 

散かに 奮る tA 起ちて 意氣 4 牛を 衝 ん ば 力り なりこの ^ 成 旅 圏の' 


幕營せ る 龍 山 


S 一 爾蠢) 


かん C 5 ぜぅ 華5 や* 〇 くわ t ん 


名ん 雀い B 21 


みな， C 1 のぞ 


£ >へる «: 、溪さの上藏揚畢幸及.ひ三溯の邊に在りて、兩は江に杭 


s fc ぎぅ fc ♦くだ 1 へ « ft 龙 け . S C や う すぅれぃもん なんだ いもん あ 5 だ 

み、 北は 銅 准 洞を 滿て 農ち に 京 城の 崇禮 n (南 大 S 3) に 通 t その 間 


9 % か y- f 落ぱ んすゐ C ら せい !> «> at Jt か 3 す 

一里に して 近く、 私 樹晚 旱を歡 して、 音、 雨 ふらん £ し、 林 高く 氣澄 


a や L たか 


て う か 3: あ v ' 3 ん はん えんざん 


S す こ 


か ぜ つ «- ぃ むょ t * f い ばく 


み、 朝霞 暮 霧、 近 帆、 遠山、 その 眺め 頗 ぶる隹 絶、 盛暑の 牛、 軍隊を 幕 
似衫 せし むる に 尤も 棒なる 土地な り、 兴站萍 は洋に 枕め る f : ころに 




各/ 


£ ひやくく わ ^ S /\ rt ん せん さか 9 m - せん C や X 

在りて、 育貨日 々仁 川ょり 遡の ぼり 來たれ る m ^ に 载せ られて 、山 


S L ベ つ 


^ t £ c * 




杞 ん ぶ す 1 ひやく ri んの、 


の ご ^ く淨邊 に 積まれ、 日本 高麗 ラち 交りた る 人夫 數 ^' 人焉 しり 


H ぅ わ 今 さ わぅ ほん そ 1 さかん t さかん 

辞び て、 ^ 往 左， 往に彝 走せ る 有 旅： a 盛な り ^ も 亦た 盛な り 


褢< さ1 K ， »> ん 


さかん 
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ふつけ ふ cf f こん tf い 丨ふ柁 ん ひ f 


ざん 《フ 


た,、 


二十五日の #' 繞、大島少將は课成恭圑を尋ゐ、龍山を發して 31 ち 


な « c お かせ i さ さん ば 5 


ふく <_> * 5 ぅ さ 


ゐ ばく ♦〇ん 


に 牙 山に 命 ひたり' 長岡少 位 參誤ぇ なり、 福 島 今 体 も 亦た 惟 幕に 參 

6、 烈 Q のでを をして K, には 樹^: に！^ には # < 少なき がを 印 和し、 旅 

ボは II に 於ね くして が 2 の％ 贫： a 辦み影 みて ^ 齡 これに i ムれ 、谢 


あ v * « な ^ へび ts そ t 方 づ あら わ づ のん ぎ 5% 

間 にチ ヨ〇^ る、 蛇より 細き ^ 水を f そ tA て If か ^ ^ を沾 
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ほしつ、 、斧が て夕勝 あか*^-^ C 遠の 翁の 彩 壁を 添め'. 線の 群れ萊 
びて 一を ぎく ¥说％ ' 采 _ 1 1 りけ り、 

か果 卿 € V へ る_は、 人家 僳かに 二 三十 軒、 川 あろ 翁の 端を贰 れてそ 
の 慰に 啦ぁ 6 、狀の かは v #.< 物 かく 晚皮に ぅち 靡きて、^ のか 營 
には巧好の也なり ^ 卜して、一竿こ、に露營をなしぬ、此の夜は月 
の P る くして 滿天の 星影、 微ろ に专く 尊 素の 露を 照して、 五 千 

ろ X あけ 令ん ふ ft 、 

の 縱 %の 夢を 匂ます、 やがては がらく fl 夜は 朗たれ ば 一軍 再び 
け 4 私 して、 都 ^ に 勝 ^ 阶を V き， かへ し、 堂々 ^ して 果 川を 疑して 
^ ?: 府に % ひた り、 ^ 日に 增し たる 今 ^ の 無 さ、 運々 關、 勒 大嶺の 峨 
を％ て ^ み 行けば、 ^ 道の 韓人 等は 戸 e f : に 水を 盛りた る 4:, を 軒 




鲦に置 き、 瓢蕈を 車 ばよ 6 切りて 作らる ヵ パ t £ v へる 碗を 济 
べて兵士に供するさま’ま ^ に簟食憂槃して王の砰を迎ふる ^ ゾ 
ふは 是れ なるべし、 やかて 水 原 府に 着し ければ、 雜圑 長は 府廳に 入 
ぅて n 、に|營し、軍 ^ のデくは礙の ? 5 の私 ^, のラちに象聲心を 
相して、 一ぎ の f ご <をなし、；<妮^1よりの #: 5をがはん £ て、矿の 

杉 知を 辦る、 一: に V / りて # i をが ひ 戴 柃を， ぎたり、 沪ぞ 

急使 大鳥ハ 4 使より 來り {其 二 1 翁： 

て、 牙 K の 潜 兵 i ちに 齦す る 辮 i よ 6 の 5 幻、 及 ひ％ _ W 知 の 衡妒 

に 就き そ の 關 文を、 大焉少 椅の許 に 送り 來た りたれば、 軍 氟再び 奮 

ひけり、 纪の柳 於は 齡及ひ 1 : "を 傲 和に# りて 和歌の 你を納 ひ 立つ 


IK” 
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た 馬 知 1 の 抝铲に 愈が しければ 紙 断 髟は 樹抝 を歡の 象に 釤 り、 金 

麵 ♦ そ r ん C や 5 L *. わ ていこく ぎ K . かん 

二 十五 圓を艚 りて 其の 懇情を 謝し、 JL つ 我が 帝國は 義の爲 めに 轉 

、 ん せ A つ i ゃ< K んみ かん V 15 

を 助けて t を ^ する 1 を 告げ、 れば、 府の 欲 人は 皆な 戴 動せ り 
i れは二 十七 日、 その 日の や 部 私 に 勿％ 凇颭斛 を鈐 して 綽 4 
に衂 ひたり、 舡の i は^- w ぬすれば、 お よ 


甚だしく 飮科 


すい i ぼ ft t そ 「• かつ f こん 5 ん はつ 5 ば 5 t 4 / 55 た tt 

水に 乏しき 爲め 、士 牛の 谒を 病みて ^ 晕を發 し、 路傍の 尊 中に 倒 
れ伏 し、 取より 來る衡 生 隊を 候つ もの 夕 かりし が、 十一 時え 覺しき 


f t くろく 4 てん ぱ 5 f t t んらい か 

^ ^■ のこ £ き黑雲 天の 一 ^ より 露 ^ れ來 しか やかて 51 雷 一過し 
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印に 亦ち 此に ^ ち、 知め に を ^ ひ％ りて、 ^ ^ r コ 、に 蘇生の 思 
をな し、 かみに 旁み て 進みたり 、兵士 等は 皆な 喜 こびて V ひける は、 
ル威 £ は此上なき体き石にはぁらすや、この雷の ^ ぞこの兩のご 


せい 4' もひ 


* 〆 舍く ざん tt むか て ^VJ t J#- 7- 

£ 、ぬ はこの 说のご 艺 、一 氣 ^ 贫山 に 走せ 向 ひて 胡 廣を喊 しにし 
於が帝國軍隊の承党を棟ひ罐やかさん艺、#まぬものこそなかハ 


こ VX みな ^ 5 


けれ、 やかて 我. 嫩に #! しけれは、 在ち に觫琢 に 入りて 七 こを# 圑 

が 命 f : なし、 S の!^ 私なる もの _か に 敵に 通ヒて 、我 寧の 進來を 


けんて 5 


I M ん 


『 r > a > v * c„.j ん <^ ん ^ *7 ^ 

舍げ ん爲め 、朝ょり 三た び 使を齋 竿 ^ 送りた る I を摇知 し、 主ち に 

ばく けんて ぅ 4 ん つな 票 % A 、こ M JL わ 4 一 - 3 

之を 縳し て縣 藤の F 1 の 粒に 繫 ぎ、 嚴 しく W を 乳 間せ り此夜 我ヵギ 

や 

纪费お は 七 獻に 1 て. |終 £ __%せしが、銳に等ちて之を進けた 


た ん i 
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•4 


ふつ げ ふ ぜん <- ん 


三十 かの # #, 、 全 竿は V ょ^^ 七 原に ^ つて 進 發せり 既に 敵地に 

い ^ 次 う a な ^ 

V りたる を もて、 称 偷を なし、 咄洚艺 V ふ 間に 釘ち 放さん f : 皆 


r I . い T て？ S えい nl ? f 

な肅纪 £ して 春み しが、 七 獻に入 るに 及 ^ て 敵の 隻影な し篆 我が 


ft ち ti s わ 


? たいやく 场 せ . S くわん え j 

W 船雜キ 4 政せ 政り て 私ず らく、 こ、 を蹈る 1 大約 二 f 成 ^ の 鱗 


に ^? 於を # 5 き、 觀ん に ^ t 抓を 齡て 連ねて、 數千の 清 兵 その 邊に蔟 が 


ん むら 


るを ^> る £ 、をに朽て將年はもづ一隊を瑕山 

M . は ん そ L や ぜ 1 す、 

二 里 車なる 素沙 場に 進めた 


たい i く ざん て ' f "f ん €M f 

より 天 ^ の ^ 浴を扼 


さしめ、 於に 竿を 進めて 儀 軚を跟 る 


il v » くわん S 


が ^ は \ 命 の 私 S にして ^? it :? 象 ^/ に 起伏す るの 外、 少も勝 落を 


彭 きる舶 なし、 ぞに你 て 一 恥は 妇 妒鈐 似の 繫に恨 りて その 秦の— 


かげ せい 




35 ろえい «; んぜ ん M, It R レ 5 せ V * て S お 

草の 上 た 露營 し、 曝 前 二 里 {^ も 足ぬ f : ころに 優勢なる 敵を ^ き な 
がら、；^ の ^ % を 術め、 _€ s ; nf のか 影を 积ひ、 傲 か ^ 熟 5 りて 




A ti s < ち 坨 いたん ♦ ん S 5 や〜 f C? 

车田 をコ、 ^: 暮 L たる こ そ 大膽 なれ、 竿の コノ 地 ^ 著す る や將較 


す** \ めい fl zi f h の ar f て ? る v » ば 5 けん さく せん 

數名は 先 ♦つ 高 丘の ラへ に攀ぢ 上り' 逢 か ^ 漱壘を 望見し、 作 戰の 


ffi W やく KJ5 


方略を 講 t た 


せい くんわて S <- ん くわ 5 けい 


威歡 敵軍の 免 景 —®i 



けい ¥ tt ん ばか J 


徑 一里 車 許の 蒿 


* 系 ひつら いん -'^- く % » 

丘 ^ 林の 相 連なる ^ ぞ ころ fm 々 £ し ' t : 雲の ^: £ きものを 見たり 


ば 5 * ん蓉や う € 


C さい r 


み 


はや t ? 


か 5 5 5 


望逵 鏡を 私り て e 細に 之れ を视れ ば、 林の 盡る £ ころの 蒿允の 

气 

は く 4J よく て 5 ばく す 


ラ 

せ； S ば > 


w t く ^ ^ y £ tt くばく i こ せいばく 

に 匂 色の m 幕鄭べ て 四 五十 個 あ ^ o 、 43J 幕の ラち、 更に 一 igl の专幕 


r 






さい C 


こ 


ま 沭 つ 


M 


あり、 細 說 すれは 二 個 f : なり 三 個 £ なり、 又 ^ へ 一口して 一個 £ なる、 四 


n B も 


るい f JV 


ご € あら 


ほ £ 


面は 土を 盛り 壘堡を 作た るの、 如く、 新たに 掘り 上げられた る 
ジ のむ 和 辦 に 1 て、 上に 辦扣を かりてお^' て W を椒ひ L もの、 如 


たい wx < cx . 


か 5 ば 5 は 5 て 5 


さぅ ぞぅ A 


、一帑の録もをなし、堡の廣袤方二：7ばかりなるを想像し得たり 


更に 竹 細 ^ 眸を歡 せは、 堡を蹈 I 數町 はかりの f: ころに、 别 に一堡 

る * 52 T5 ff< す た > ん め v' 

壘ぁみて、今に悵幕のご € きもの鄭べて二三十ぁり、他はか明なら 


さら f t KJ * ひよ 


げ 5 L 


<% 


あは vt tp v 


更 ^ 高 i - 四 五 相 # る £ ころを 款视 すれば、 雲ょりも 淡く、 煙ょりも 
滚き 一 ^, あり i : 靜定 する もの あるを 覺 吻 而も 雲なる か姻 なる か 


あるひ t て ? ばくえい ほう か < t $ た 

は ^ ■ た 敵の 幕 t ; なる か 堡な るかを 雍视 する^^ E はず 


^ 初の 堡壘の 十 央には 、一旗の 荔く皁 空に 雛が へる を 見る、 旗の も、 

が、 が に 一 b v 4 く‘ L _ 1 3[; 旗な らん、 か% の 坪 &には 4 # に 
_ へ盡す I 能は ざれ ^ も 六 七 糠の 私 旗 匂 旗の 簇が り爻 るを 見る、 

而 ラ L て 其の 一個 若く は 二 個の •音 幕は、 蓋し大 將の 幕營 ならん、 

笫二 に發 見した る堡壘 の ラち にも、 亦た 大旗の 高く 雛が へる を 見 

る、 1 :釈 を漱 りて 彩に 齡徽の ±; 旗 ぁるを がる、 

るの み、 我 軍は 實 K 敵を 蹈る I 一里 車の £ ころは 逼れ るな り、 

斧が ' t 二 十 <0 の 夜 £ 二 十九 ^ の燒の 璆 なる 千夜 ^ 至り 二聲の 

鐵笛は 一軍に m り 渡りて、 五 千の 兵士は 雜然 £. して 藏を教 て 起て 

r - — —— 私 




せ 5 /V わか たい ft け fe S 5 ^ w § ほん 

り大 島少將 は 渾をか ちて 二 € な し、 一 # は武 田寸依 之を 率ゐて 本 
道より 前進し、 一 藤は 大島夕 將旬 から 之を 率ゐて 1 域 渡邊 より 敵 


5 よく ぜん ii つか 5 5 た あ ふ で v » ね V * くつ ぼ コ 

の 右翼に 向 ふ、 前 田の 释雨 にて 水は 田より 溢れて？ £淳 棘を 衰 し、 且 


ぎ tp ねん せい s ' ぶ 


♦つ » >i S か {> 


あたか C ば-^ 


你 C ど )?. 


つ 土贅の 黏 性を 帑 るを 以て # 武^ 力なく、 兖も 腊肪の 上を 行 i : 如 
し、 ^ て , 


姿 域 渡 


(其 六靥丧 照) 
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JTX. Battle at Shekwan : Towards ! 
the daybreak, Japanese Main Re- 
giment under General Oshima , ： 
attacked the Chinese forts, toge- 
ther with the branch regiments | 
at the same time. Chinese I 
General Cheh was soon driven, 
after a little resistance, back- 
ward to the Chinese Headquar- 
ters. 

X. The Famous Bugler, Shiraka- 
mi Genjiro. He was a young 
soldier aged 23 years, and was 
a bugler belonged to 21st re- 
giment. During he was blowing 
his horn, he was shot down- 
through his lung. The voice of 
his horn drooped down by de 
grees, and into silence at length. 
When his commander ordered 
other bugler to serve the duty, 
he denied to have the command- 
er done so, and insisting to serve 
it himself, blew his last breath 
in his horn. | 


XI. Late Lieutenant Matsuzaki 
Nao-omi and Late Sub-Lieute- 
nant Takiyama Kyozo : — The 
latter during was leading his 
soldiers through the darkness, 
the enemy fired their guns sud- 
denly on Japanese Army, who 
quickly spread themselves on 
fighting line. At the moment, 
he has missed his step into the 
river, falling from steep cliff, and 
died in his heartily discontent. 
aII. Capture of し hinese Camps. 
—— The defeat of frontier alarmed 
Cninese Marshal Yih, who was 
sleeping then with Corean girls 
in his tent, ordered his army to 
fly to Wongju, instead of resisting 
his enemy at any rate. Japanese 
entered the vacant Chinese 
Headquarters without finding 
any soldier there, but the 
banners, flags, food, weapons, 
maps, and important documents 
left on ground. 
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THE BATTLES 

BETWEEN 

JAPAN AND CHINA. 

_一ゃ Vol. III=SHEKWAN. 


I. Japanese Army consisting of | 
one Mixed Brigade is encamping 
at Riu Zan near Seoul. 

II. Military Messenger hasting to 
Japanese Head quarters announc- : 
ing that the Corean King re- | 
quested Mr. Otori, the Japanese | 
Ambassador to drive the Chinese 
Army at Asan out of the King- ! 
dom. 

III. Japanese Army marching to j 
Asan amid stormy night. 

IV. Japanese Army desirous to j 
get food, calling back the Corean 
people who fled with their family : 
in fear of the war. 

V. Japanese officers looking, down 
the hill near Shekwan, on the ; 
Chinese Camp adorned with the 
numerous flags of various tints. 

VI. Japanese wading the River 
Anjoto : — At the very early 丨 
morning of the July 29th , 1894, i 


Japanese Army marched to She- 
kwan across the muddy river of 
Anjoto which was then flooded 
with recent rain. 

VII. Lieut-Colonel Takeda at the 
head of Japanese Army, missed 
the way through the darkness. 
When he has found a Corean 
walking at the time, and called 
him to arrest it and ask the way, 
he flied away with a cry. It 
was perhaps a Chinese spy. 

VIII. Lieutenant Matsuzaki shot 
by a flowing bullet. When 
Japanese Army proceeded to- 
wards the Chinese camp, the 
latter had observed that former 
was approaching along, and dis- 
charged muskets suddenly. The 
Lieutenant was a victim to one 
of these shots, as the first Japa- 
nese officer who died in the 
battles between Japan and China. 
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